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2023 年度 材料技術研究協会討論会報告 
 

討論会委員会委員長    酒井 秀樹 （東京理科大学） 

討論会実行委員長    羽田 宣弘 （環太平洋大学） 

 

2023 年 12 月 1 日（金）、2 日（土）の 2 日間、2023

年度 材料技術研究協会討論会が東京理科大学神楽坂

キャンパス森戸記念館で開催されました。年末のお忙

しい時期に討論会で発表していただいた方々、参加い

ただいた方々、また討論会運営にご支援をいただいた

方々に心よりお礼申し上げます。 

本年度の討論会も昨年と同様、対面を基本として一

部来場が困難な方に対してオンラインを併用する形を

とることになりました。また、Covid-19 の流行後はじ

めて懇親会を開催することができ、参加者どうしの交

流を深めることができました。 

 

討論会１日目（１２月１日） 

 A、 B 両会場での討論会委員長・副委員長による開

会挨拶の後、9 時 30 分から口頭セッションが始まりま

した。各会場において最新の成果に関する発表と活発

な質疑が行われました。 

また、A 会場では、10 時から２件の学生論文賞受賞

講演が実施されました。１件目は、東京学芸大学 

・ 塚崎 舞先生による「布上でのタンパク質直接定量

に及ぼす布帛種の影響」、２件目は、実践女子大学。・

小川裕耶先生による「寒天ゲル内への染料の浸透に及

ぼす寒天濃度、 染料濃度、染料分子構造の影響」の講

演でした。両先生とも博士課程修了後にアカデミック

ポジションで活躍されています。 

続いて 10 時 40 分からは、昨年に続いて「環境・エネ

ルギー研究部会シンポジウム」が開催され、お二人の

フロントランナーの先生による特別講演が行われまし

た。 

・小野澤伸子先生（産業技術総合研究所） 

「ペロブスカイト型太陽電池の研究開発最前線」 

・辻口拓也先生 （金沢大理工） 

「CCU に貢献するエネルギーキャリア「ギ酸」」 

当該分野の先端の研究を展開されている先生方のご

講演は、関連分野のみならず他分野の聴講者にとって

もインパクトがある素晴らしい講演でした。 

昼食を挟んで午後からは、本協会会長の鈴木 昇先

生（宇都宮大学名誉教授）による総合講演が、「粉体の

表面改質と評価法」のタイトルで行われました。粉体

の表面の制御法について、その基礎から実際の応用事

例まで分かりやすい講演が行われ、また講演スライド

を聴講者がダウンロードできるようご配慮いただき、

図２ 小石眞純賞を受賞された堀越智先生の表彰式

総合講演の様子 

図１ 鈴木 昇会長による総合講演の様子 
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学生にのみならず我々研究者も大変勉強させていただ

きました。 

総合講演に引き続き、令和５年度「小石眞純賞」受

賞者である 堀越 智先生（上智大学 物質生命理工学

科）による受賞講演が、「マイクロ波サイエンスの研究」

のタイトルで行われました。堀越先生のマイクロ波に

関するこれまでのオリジナリティーに溢れる研究、そ

してその成果が広範な分野に応用されていることに感

銘を受けました。 

その後、A、 B２会場のパラレルセッションにシフト

し、A 会場では、昨年同様「表面改質部会 特別セッ

ション」が開催され、以下４件の依頼講演が行われま

した。 

・矢野慧一先生（清水建設株式会社） 

「DAC コート：コンクリートの表面コーティングによ

る CO2固定促進技術」 

・武藤浩行先生 （豊橋技術科学大学） 

「静電相互作用を利用した原料粒子の集積技術」 

・小島綾太先生（綜研化学株式会社） 

「マイカ複合粉体の開発」 

・土屋博之先生（AGC 株式会社 材料融合研究所） 

「ソーダライムガラス中の Fe 2+ イオンの構造と着色」 

その後、 A 会場では、「表面改質部会 特別セッシ

ョン」および「環境・エネルギー研究部会シンポジウ

ム」の一般講演が行われ、幅広い分野からの話題提供

が行われました。並行して B 会場では、主に生体材料

分野の一般口頭講演が実施され、活発な質疑応答が行

われました。 

A、 B 両会場の口頭セッション修了後、18 時 30 分

から東京理科大学神楽坂キャンパス内の食堂で懇親会

が開催されました。久しぶりのアルコールを交えなが

らの懇親会で、学生を含む参加者の交流が図られ、大

変盛況のうちに終了することができました。 

 

討論会２日目（１２月２日） 

討論会 2 日目も、朝のセッションでは A、 B 2 会場に

おいて、「表面・界面」ならびに「無機材料」に関する

口頭講演が行われました。 

その後 10 時 40 分からは、産学から２名の先生によ

る「特別講演」が実施され、活発な質疑応答が行われ

ました。 

・長谷川裕之先生（島根大学教育学部） 

「インクジェットパターニングによる視覚機能を模

倣したセンサー技術」 

・柿澤 恭史先生（ライオン（株）・先進解析科学研究

所） 

「感染症に悩まない世界の実現に向けて 〜カチオ

ン界面活性剤のウイルス不活化効果を増強する技術〜」 

 

昼食を挟んで 13 時 15 分からは、 ポスター発表が行

われました。昨年よりも多い３２件のポスター発表に

対して、大変活気のある質疑・応答が行われ、発表者

の方、特にこれまで対面で発表する機会が限られてい

た学生の皆さんにとっては、貴重な議論ができたとと

図４  ポスターセッションの様子 図３  懇親会での歓談の様子 
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もに、学外の研究者・学生と交流を深めるとても意義

のある経験となったのではないかと思います。 

ポスターセッション終了後、討論会は盛況裏のうちに

閉会となりました。 

 

本討論会の開催は、非常に多くの方々のご尽力によ

り可能となりました。討論会 HP の管理や要旨集のア

ップロードは長谷川裕之副実行委員長と事務局のご尽

力により円滑に行われました。また、討論会の当日運

営については、討論会委員の先生方を中心に円滑に行

われ、山内仁史専務理事には財政面でのアドバイスを

多くいただきました。また、多くの先生方には、座長

や賞の審査などでご協力いただき心よりお礼申し上げ

ます。 

 さらに、下記の方々から、討論会運営に協賛金、ご

寄付の形で多大なご支援をいただきました。心よりお

礼申し上げます。（敬称略、５０音順） 

 

エムディジャパン株式会社􀀃 

株式会社 L.V.M.C.  

小石眞純（材料技術研究協会􀀃 名誉会長）􀀃 

小浦節子（材料技術研究協会􀀃 前会長）􀀃 

HTL 株式会社 

材料技術研究協会􀀃 表面改質研究会􀀃 

株式会社􀀃 ジェイテクト􀀃 

株式会社細川洋行􀀃 

ユニ・チャーム株式会社􀀃 

 

口頭講演賞・ポスター賞について 

 口頭講演・ポスター発表について、複数審査員によ

る審査を実施し、特に優れた講演について、優秀口頭

講演賞、ゴールドポスター賞、シルバーポスター賞を

選考いたしました。以下に優秀口頭講演賞、ゴールド

ポスター賞の受賞者（発表者）を記載させていただき

ます。 

 

優秀口頭講演賞受賞者（１２件）(敬称略) 

1A-01 Fe3O4 アノード触媒を用いた堆積物微生物

燃料電池の発電特性 （千葉工業大学院工）根立拓郎 

1B-01 燃料電池触媒担体への応用に向けたケッチ

ェンブラックの表面改質（東理大創域理工）秋山礼奈 

1B-04 銅配線のマイクロ波被覆材熱分解法に関す

る基礎研究（上智大理工）蜂須賀直樹  

1A-06 塩化マグネシウムを用いた球状炭酸カルシ

ウムの合成（日大理工）向後光亨 

1B-08 核内移行性を示すポルフィリン誘導体の創

製と光増感剤としての有用性評価  

（東理大院創域理工）早川夏海 

1B-09 がん治療を目的としたポルフィリン-ω３脂

肪酸複合体の細胞内挙動の解明（東理大院創域理工）

伊藤謙志 

1B-11 リン脂質/コレステロール混合リポソームの

形態に及ぼす胆汁酸塩添加の影響（東理大創域理工）

小田真稔 

1B-15 油/水界面膜の粘弾性挙動に及ぼす油種の影

響（東理大創域理工）桒原宏樹 

2A-01 脂肪酸薄膜の界面活性剤水溶液による剥離

機構の考察（東理大創域理工）齋木夏鈴 

2A-02 冷凍機油用リン系摩耗防止剤の吸着特性  

（東理大創域理工）湯淺大海  

2A-04 トリメチルシリル基を親 CO2 基としたノ

ニオン性界面活性剤の水/超臨界 CO2 混合系における

界面物性と会合挙動 （弘前大院理工）飯塚大登  

2B-02 ZnO/TiO₂複合粒子の調製およびその固体酸

触媒特性 （千葉工大工）小野澤彩 

 

ゴールドポスター賞受賞者（１２件）(敬称略)  

P-01 バクテリオロドプシンを用いた DOG フィ

ルタの作製と特性 （島根大院自然科学研究科）  

小玉貴大 



 

52 
 

P-02     胆汁酸塩を介した脂溶性物質の膜透過機構

の解明（東理大創域理工）小田真稔 

P-04 水性二相系を用いた逆相界面重合法による

マイクロカプセルの調製（新潟大自然）小野瑛史 

P-05 硝酸処理を施した CF 強化 PPS 複合材料の

トライボロジー特性に及ぼす雰囲気温度の影響  

（工学院大院）川合優作 

P-10 アップヒル三重項エネルギー移動で成立す

るアップコンバージョンシステムにおける半導体ナノ

結晶のサーモプラズモニック効果  

（日大院理工）渡辺理玖 

P-12 イオン性界面活性剤の疎水性水和水の構造

の決定 （千葉工大）橋本彩奈 

P-15 軟 X 線発光スペクトロスコピーによる撥水

性自己組織化材料の分子構造と水の相互作用解析  

（東大院新領域）冨依勇佑 

P-16 単層カーボンナノチューブの捻りにより誘

発される化学反応 （公立諏訪東京理科大学工学・マ

ネジメント研究科）油本圭市 

P-17 その場観察 AFM 法を用いた硫黄系極圧剤

の摩耗防止機構の解明（東理大創域理工）藤田晃徳 

P-19 リチウムイオンバッテリーのサイクル寿命

改善を目指したリン添加及び鉄被覆シリコンナノ多孔

粒子負極の開発（東京電機大）立花孝通 

P-22 赤外レーザー蒸着法による LiH エピタキシ

ャル薄膜合成と元素置換（芝浦工大院理工）宗房幸太 

P-27 堆積物微生物燃料電池における過電圧の要

因解析 （千葉工大工）髙橋悦子 

 


